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森川幸一法学研究所長：皆さん、ようこそいらっしゃいました。本日の公開講座を主催
している専修大学法学研究所の所長を務めております、法学部の森川と申します。専修大
学の法学研究所は今年度から３年間に亘って「現場からの法律学・政治学」というタイト
ルで、様々な現場の第一線でご活躍になっている方をお迎えしてお話を伺い、研究者であ
る本学の先生との間で対話をして頂くという企画をスタートしております。既に10月22日
には「国際法・国際政治の現場から」ということで、海上自衛隊の中村進さんという方に
お出で頂きまして、領域警備の問題についてお話頂いたところです。本日は「刑事法・刑
事政策の現場から」ということで、警視庁生活安全部少年育成課・新宿少年センター主査
の小松直人警部にお越し頂き、「少年補導の現場から」という論題でお話をして頂くこと
になります。その後、本学法学部で刑事政策を専門にしておられる渡邊一弘先生にコメン
テーターとして議論をして頂き、時間が許す限り、フロアの皆さんのご質問にもお答え頂
く、というかたちで進めて参りたいと思います。この講座で活発な議論が行なわれること
を期待しております。では、渡邊先生、よろしくお願い致します。
渡邊：本日の進行を務めます渡邊でございます。よろしくお願い申し上げます。今、森
川所長の方からもご紹介がありましたが、本日ご講演をお願いしておりますのは、警視庁
新宿少年センターの主査であられる小松直人さんでございます。小松さんは1990年に警視
庁に警察官として採用された後、警察署、機動隊、本部等の勤務を経て、現職に就かれて
おります。
小松さんと本学との関係でございますが、私のゼミでは毎年、新宿少年センターを訪問
させて頂きまして、少年警察活動の実際について丁寧にご指導頂いております。小松さん
とは、この活動を通じて知り合いまして、本日、この公開講座の講師をお願いした次第で
第二回　『刑事法・刑事政策の現場から』
 （2016年11月26日）
報告者：小松 直人 
 （警視庁生活安全部少年育成課・新宿少年センター主査）
対論者：渡邊 一弘（本学法学部准教授）
	 （於	神田校舎１号館205教室）
― 50 ―
ございます。また、少年警察ボランティアの関係におきましても、小松さんには本学学生
に対し、大変親切なご指導を頂戴しております。従来より、警視庁をはじめとする各都道
府県では、少年警察ボランティア活動として、地域住民と警察が協力をして、少年の非行
防止や健全育成のための活動に取り組んできておりますが、警視庁では本年度より、「学
生による少年警察ボランティア」の取り組みを始められております。これは、非行少年に
近い世代である大学生による、非行防止・健全育成のための働きかけを行うものとのこと
でございます。大学生による非行少年に対する働きかけとしましては、従来、法務省では
BBS（Big	Brothers	and	Sisters	Movement）という活動が展開されておりますが、警視
庁による「学生による少年警察ボランティア」についてもBBSと同様に、様々な悩みを持
つ少年たちに対して兄や姉のような立場で接し、その悩みを聴いたり相談に乗ったりして
あげることで、立ち直りを支援していくという活動を行なうものとのことであります。こ
のような活動については、地域における非行少年への支援として有効に機能することが期
待されているところでありますが、この活動の第一回目の候補者としまして、私を通しま
して、本学の学生から希望者を募るという、非常に有難いお声掛けを頂きました。本学に
は警察官を志望する学生も多いことから、この活動の呼びかけに対して多くの学生が関心
を持ちまして、たった１つの講義で１回アナウンスをしただけで30人を超える学生から応
募がありました。このように、警察官を志望する本学の学生に対して、貴重な学びの機会
を頂戴している点でも、新宿少年センター及び小松さんには大変お世話になっている状況
でございます。
なお、少年警察ボランティア活動に関しましては、本学の名誉教授であり、私の師であ
る岩井宜子先生が、現在、全国少年警察ボランティア協会の会長の職に就かれておりま
す。こうした点でも、少年警察ボランティア活動と本学とは極めて深い関係にあると思わ
れます。本日、岩井先生は所用のため、この場にはいらしておりませんが、本学が少年警
察ボランティアと積極的に関わりを持ち、担当の警察官の方にお越しいただき、このよう
な公開講座の場でご講演頂けるということを大変喜ばれ、非常に高い意義のあることだと
おっしゃっておられました。
それでは、私からのご挨拶はこの辺りで終わりとし、小松さんのご講演に移りたいと思
います。本日のお話のテーマについては、少年の健全育成を目的として取り組まれている
少年司法活動においても、保護の必要のある少年を発見する、いわゆる発見過程の活動と
いう極めて重要な領域に関するものでありますが、「発見過程」については、警察が主た
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る役割を担っていると言えます。警察による少年非行の防止や健全育成の取り組みは、先
ほど申しました少年警察活動に属するのでありますが、これについては、法律のレヴェル
でその根拠や活動内容が明確に規定されているという領域ではありません。犯罪捜査規範
や少年警察活動規則といった警察の内部規範や、「少年警察活動推進上の留意事項につい
て」などの内部通達によって詳細が定められていることとなっておりまして、我々外部の
研究者からはなかなかその内容や担当機関の実態を知ることは出来ない活動分野となって
おります。本日は、このように重要性は強く認識されておりながらも、なかなかその実態
を把握することが出来ない少年警察活動の一端としまして、少年補導についてお話頂ける
という、大変貴重な機会を頂戴致しました。
警察庁は平成22年から「非行少年を生まない社会づくり」をコンセプトとしまして、
「少年に手を差し伸べる支援活動」と、「少年の規範活動の醸成」と少年を取り巻く絆の
強化を２つの柱とした活動に取り組んでおります。本日は、少年センターが中核となって
活動しております、いわゆる立ち直り支援の取り組みについてもお話頂けるとのことでご
ざいます。こういうテーマは、刑事法という観点に限らず、社会として少年にどのように
向かい合っていくのかという観点からも大変興味深いお話をお聞きすることが出来ると思
います。
それでは、小松さん、よろしくお願い申し上げます。
